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南相馬市原町区萱浜の「なの花めいろに遊びにおいで」で 

福島大学生がキャンドルイベントを行います！！ 
 
4 月 27 日(土)～5 月 6 日(月)にわたり、福興浜団主催の「なの花めいろに遊

びにおいで」が開催されます。そのイベントの 1つである、2種類の巨大な「な

の花めいろ」のうち、片方の迷路デザインを本学人間発達文化学類 3年の清水

隆寛が担当しました。また、同時開催として 4月 30 日(火)に、本学の学生団体

「うんとイイトコ南相馬！」菜の花キャンドルプロジェクトが、その「なの花

めいろ」を舞台にキャンドルイベントを行います。 

ぜひ、イベントの告知と当日に取材していただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 

学生団体「うんとイイトコ南相馬！」は、全学類生が受講できる地域実践学

習「むらの大学」を 1年生で受講し、南相馬市小高区にてフィールドワークを

行なったメンバーで構成され、2年目も継続して南相馬市に関わり続けています。 

 私たち菜の花キャンドルプロジェクトは、廃油となった菜種油等を使ったキ

ャンドルを通して、大学生ができる「日常の中に“ちょっといいな”という心

の豊かさが得られる体験を提供する」ことを指針に取り組んできました。(これ

までの活動内容については前回のプレスリリース別紙を参照) 

  

「なの花めいろに遊びにおいで」同時開催 キャンドルイベント 

■日 程： 2019 年 4 月 30 日（火）9:30～16：00 

（※キャンドル 500 個がなくなり次第終了） 

■場 所： 南相馬市原町区萱浜特設会場（南相馬市原町区萱浜字北才ノ上） 

 

当日は「うんとイイトコ南相馬！」のメンバー数名に加え、福島大学からボラ

ンティアに協力してくださる学生を募り、なの花めいろのお手伝いに加えて 500

個のキャンドルを使ったイベントを運営します。イベントでは特設コーナを設

け、子ども達がそれぞれキャンドルのラベルを書いて自分だけのオリジナルキ

ャンドルを作ることができ、記念撮影後、そのキャンドルをプレゼントいたし

ます。また、詳細については今後決まり次第、SNS(裏面記載)でも投稿させてい

ただきますのでご確認ください。 

 

 

別 紙  

＜お問い合わせ先＞ 

福島大学「うんとイイトコ南相馬！」 

菜の花キャンドルプロジェクト 

[担当：川又] 

※SNS メッセージよりご連絡ください

（裏面記載） 

※当日の連絡先 080-4064-8270 
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昨年の【菜の花キャンドルイベント】の紹介 

「菜の花キャンドルプロジェクト」では、菜の花の花言葉である「小さな幸

せ」をテーマに、南相馬で生産された菜種油を用いてキャンドルを製作し、日

常生活に「小さな幸せ」を届けたいという想いから、イベント等においてキャ

ンドルナイトやワークショップを行い地域の方との交流を深めています。 

昨年は、福興浜団の皆さんが開催する「なの花めいろ」にて、埼玉大学をはじ

め他大学にも協力していただき、菜の花キャンドルプロジェクトの初回をかざ

る一晩だけの「キャンドルナイト」を開催しました。昼間、菜の花迷路の参加

者に紙コップで作ったキャンドルにメッセージも書いていただき、夕方にその

約 1400 個のキャンドルに光を灯しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜最新情報はこちらから＞ 

・Facebook https://www.facebook.com/untoetoko/ 

・Twitter  https://twitter.com/unto_etoko 
Facebook ページ Twitter 

【キャンドルナイトの様子】 
 メッセージの書かれたキャンドルを迷路上に配置し、

夕方ごろから点灯しました。この日だけは夜もなの「花

めいろ」を実施し、また違った迷路を味わうことができ

ました。（下図：上から） 

【イベントに協力してくださった大学生達】 
 東京、京都、埼玉など遠くから多くの学生が迷路の

ボランティアに集まり、夜のキャンドルナイトの準備

も一緒に行いました。 

【お絵かきされた紙コップ】 
たくさんのメッセージのこもったキャンドルを

作っていただきました。中には、「皆さんのやさし

さに助けられ、げんきになりました」と感謝のメッ

セージを込めたお客さんもいらっしゃいました。 

【子どもがお絵かきしている様子】 
 子どもを中心に多くの方が復興への思いを

紙コップの表面に描きました。 


